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	Ｄ. 考察
	今回の研究では事前に訪問受け入れ施設にチェックリスト第2版を用いた自己評価を行なってもらい，その結果をもとに，訪問調査による評価を行った. 今回の訪問対象の医療機関は平成30年に新たに第一種感染症指定医療機関に指定されていること，また参加医療機関の多くは疑似症の受け入れ経験がなかったことから，今回の訪問調査に参加することで，各施設の院内の体制の現状と改善点について整理する機会として役立ったという意見が多かった．
	指定感染症の疑似症の受け入れは都道府県単位で対応することが原則であるが，様々な事情で近隣の都道府県に搬送せざるを得なかった事例の報告もあり，また一旦受け入れた後，病状や医療機関の診療体制に応じて転院搬送を検討せざるを得ない症例も考えられる．近隣の第一種感染症指定医療機関同士の交流，連携を深め，互いの実情を知ることは，有事の対応に役立つものと考える．
	行政機関が行う評価という形ではなく, peer reviewとして当事者同士の相互評価を行うことで, 互いの経験や悩みを正直に共有することができ, 自由闊達な意見交換が行えた.更に，参加施設の担当者間で今後の連絡を取り合える関係を構築することができたことも有益であった．また行政関係者にも参加してもらうことで，医療機関が抱える問題点を行政機関に理解してもらう機会を設けることができた．
	施設を実際に訪問し, 机上だけではなく, 受け入れ動線に沿って, 現場で意見交換を行うことで, より具体的な場面を想定した議論が行えた. 特に受け入れ経験が少ない医療機関において疑似症の受け入れ事例を紹介した上で施設見学を行うことで，実践的な議論が行えたという意見があった．
	3年間の研究において，感染症指定医療機関の評価を目的としたチェックリストの改訂と，改訂版のチェックリストを利用した相互訪問，近隣の指定医療機関を集めた訪問調査を実施した．日本国内では指定医療機関の数が多く，受け入れ対象となるような疑似症例，確定症例数は少ないため，ほとんどの指定医療機関において，受け入れ経験が不足している．各指定医療機関が体制を整備するために，具体的な項目を定めたチェックリストやpeer reviewを基本とした訪問調査による評価は有用であると考えられた．一方で，各指定医療機関が...
	Ｅ. 結論
	第一種感染症指定医療機関における一類感染症対策チェックリスト(第2版)を用いて，近隣都道府県の第一種指定医療機関と共に，近年指定された第一種感染症指定医療機関の訪問調査による評価を行なった．各施設の受け入れ体制の整備と近隣地域の第一種感染症指定医療機関同士の連携強化に意義があったと考える．今後は，地域単位での感染症指定医療機関同士のpeer reviewの機会を設けて，地域の特性を考慮した連携が進むような活動をサポートしていくことが重要と考える．
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